
1993年（平成5年）

5. 6 第1期生募集

10.１ 開学 第1期生（440名）入学式

1994年（平成6年）

6.１ 第１回学園祭

2.１ カレッジ情報誌創刊号 発行

9.１ 第2期生（390名）入学式

1995年（平成7年）

1.17 阪神・淡路大震災が発生。10月末まで休校。

学生（6割が参加）によりボランティア活動始まる。

しあわせの村が災害救援活動の拠点になり、カレッ

ジ は救援物資配送センターとなった。学生は温泉

センターや物資の仕分け作業に従事。

7.10 「この指とまれ」方式で、ボランティア有志を

募り、10グループが活動開始。

11.7 カレッジでの講義再開

1996年（平成8年）

4.11 第3期生(433名)入学式、以後、春入学に変更

9.17 ジョイラックディを設ける

1997年（平成9年）

3.20 第1期生卒業式（319名）

7.22 神戸市シルバーカレッジ社会還元センター

グループわ設立

1998年（平成10年）

5．会員用情報誌「“わ”つうしん」第1号を発行

8．明石海峡大橋の完成に伴いＪＲ舞子駅で観光案内

と清掃活動を始める

1999年（平成11年）

5.17 グループわ 第1回定期

総会を開催

2001年（平成13年）

1．神戸市復興記念イベント「花と光」に参加

2002年（平成14年）

9．KSC開校10周年記念事業に参画、パネル展示他

2004年（平成16年）

4.27 グループわ ＮＰＯ法人として認証される

5.5 神戸市シルバーカレッジ社会還元センターグ

ループわ 第6回定期総会及び新発足の、NPO法人社

会還元センター グループわ 第1回定期総会開催

6．こうべ環境未来館の受託業務開始

10.16 グループわ 環境学習活動で神戸市環境功労

賞を受賞

2005年（平成17年）

３.神戸市教育委員会から「トライやる・ウイーク」

への協力・支援で感謝状を受賞

7. 神戸市から、こども家庭センターの電話相談受託

9．市民福祉向上の貢献で神戸市長から市民福祉奨励

賞を受賞

9.15 高齢者社会参加活動の模範として内閣府特命担

当大臣より「参加章記念盾」を受ける

2007年（平成19年）

3．神戸市から、いじめ電話相談事業受託

4．須磨一ノ谷プラザ管理運営スタート

9.１グループわ設立10周年記念事業式典開催

2009年（平成21年）

12. 賀川豊彦献身100年記念委員会から真愛ホームへ

の奉仕活動で、中央区会が第1回賀川賞を受賞

2010年（平成22年）

5. グループわ顕彰制度発足。個人（5名）･グループ

（２団体）を表彰

10．兵庫県「里山ふれあい森づくり（住民参型）」

助成事業に環境部会が参加。事業スタート

2011年（平成23年）

3.11 東日本大震災が発生。

4.12 グループわ、「東北支援プロジェクト」をスター

トさせ、義援金募集開始。

4.「車椅子テニス国際大会」支援

7.18 第1次東北支援隊17名を南三陸町、大崎市、登米

市へ派遣。カレッジからの支援物資を65箱届ける

10.15 第2次東北支援隊15名を女川町、東松島市、石

巻市、名取市へ派遣

10.30 第1回「地域交流と文化の祭典」実施

11.20 第1回神戸マラソン」に、一ノ谷プラザが協力。

11.22 第1回東北支援報告会を開催。

12.10 東北被災地の東浜小、女川小の児童ら23人を

〈わ〉が神戸に招待、市内小学校と交流会実施

2012年（平成24年）

7.7 第3次東北支援隊17名を女川町、石巻市、名取市、

仙台市へ派遣

12．神戸市長から学童支援事業に対し「神戸の未来を

担う子ども育て賞」を受賞

2013年(平成25年）

3.11 厚生労働大臣から東北支援事業 に対し「大臣感

謝状」を授与される（別掲写真）

7.2 第4次東北支援隊8名を女川町、名取市、仙台市に

派遣。仙台の豊麗学園と協働で支援活動にあたる

10.9 神戸市シルバーカレッジ開校20周年記念式典開

催。記念碑「再び学んで他のために」序幕。

グループ〈わ〉は記念シンポジウム「阪神から東

北へ…ＫＳＣの震災支援活動」で参画

グループ〈わ〉ボランティア活動の歩み 1993～2013年

８

この事業は「公益財団法人ひょうご

震災記念21世紀研究機構」と「ひょ

うご安全の日推進県民会議」の助成

を受けて実施しています。
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